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議
案
審
議

上
峰
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
一

部
改
正

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
24
年
10
月
30
日
に
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
）

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
及
び
現
行
の
外
国
人
登
録

法
が
廃
止
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
）

　

三
養
基
西
部
土
地
開
発
公
社
で
所
有
す
る
お
た
っ
し
ゃ
館

用
地
を
町
有
地
と
す
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
）

上
峰
町
高
額
療
養
費
貸
付
基
金

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

主
な
改
正
点

○�

社
会
保
険
各
法
に
適
用
し
て
い
た
内
容
を
、
国
民
健
康
保
険

に
も
適
用
。

○�
貸
付
の
不
適
格
条
項
か
ら
、「
町
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税

を
滞
納
し
て
い
る
者
」
を
削
除
。

改
正
理
由

　
「
限
度
額
認
定
証
」
の
提
示
に
よ
っ
て
、
高
額
療
養
費
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
良
い
こ
と
に
な
っ
た
た
め
。

�

（
全
員
賛
成
）

補正予算など12議案を可決・承認しました！
　平成24年第４回定例会は12月７日から14日まで開催しました。52号議案から63
号議案まで、専決処分報告の承認、条例・規則の改正、補正予算、土地の取得な
ど慎重に審議し、原案通り可決しました。また30人以下学級実現等の意見書提出、
平成23年度の決算特別委員会審査報告がなされました。

面　積 ６，００５．０４ ㎡

金　額 １１６，１６９，０６０ 円
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議
案
審
議

上
峰
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
本
会
議
に
お
い
て
も
委

員
会
同
様
、
公
聴
会
の
開
催
や
参
考
人
の
招
致
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
）

上
峰
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
委
員
の
選
任
等
に
関
す

る
事
項
が
条
例
に
委
任
さ
れ
た
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
）

証
人
等
の
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
本
会
議
に
お
い
て
も
委

員
会
同
様
、
公
聴
会
の
開
催
や
参
考
人
の
招
致
が
で
き
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
費
用
弁
償
を
支
払
え
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

す
。

�

（
全
員
賛
成
）

　
２
０
１
２
年
度
の
政
府
予
算

が
成
立
し
、
小
学
校
１
年
生
の

35
人
以
下
学
級
を
実
現
す
る
た

め
に
必
要
な
義
務
標
準
法
の
改

正
法
も
国
会
に
お
い
て
成
立
し

た
。
こ
れ
は
30
年
ぶ
り
の
学
級

編
制
標
準
の
引
き
下
げ
で
あ

り
、
少
人
数
学
級
の
推
進
に
む

け
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
義

務
標
準
法
改
正
条
文
の
附
則
に

は
、
小
学
校
２
年
生
か
ら
中
学

校
３
年
生
ま
で
の
学
級
編
制
標

準
を
順
次
改
定
す
る
検
討
と
法

制
上
を
含
め
た
措
置
を
講
ず
る

こ
と
、
措
置
を
講
じ
る
際
に
必

要
な
安
定
し
た
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
も
明
記
さ
れ
た
。
今
後
、

35
人
以
下
学
級
の
着
実
な
実
行

が
重
要
で
あ
る
。

　
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
比

べ
て
、
１
学
級
当
た
り
の
児
童

生
徒
数
や
教
員
１
人
当
た
り
の

児
童
生
徒
数
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に

丁
寧
な
対
応
を
行
う
た
め
に
は
、

１
ク
ラ
ス
の
学
級
規
模
を
引
き

下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
文
部
科

学
省
が
実
施
し
た
「
今
後
の
学

級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
に
関

す
る
国
民
か
ら
の
意
見
募
集
」

で
は
、
約
６
割
が
「
小
中
高
校

の
望
ま
し
い
学
級
規
模
」
と
し

て
、
26
人
～
30
人
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
保
護
者
も

30
人
以
下
学
級
を
望
ん
で
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
新
し

い
学
習
指
導
要
領
が
本
格
的
に

始
ま
り
、
授
業
時
数
や
指
導
内

容
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

暴
力
行
為
や
不
登
校
・
い
じ
め

等
、
生
徒
指
導
面
の
課
題
が
深

刻
化
し
、
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
や
、
日
本
語
指
導
な
ど
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

が
顕
著
に
増
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
地
方
が
独
自
に

実
施
す
る
少
人
数
学
級
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
、
機
会
均
等
に

一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
憲
法
上
の
要
請
で
あ

る
。
し
か
し
、
教
育
予
算
に
つ

い
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
教
育

費
の
割
合
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

国
（
28
カ
国
）
の
中
で
日
本
は

最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国

負
担
割
合
は
２
分
の
１
か
ら
３

分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
自

治
体
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　
将
来
を
担
い
、
社
会
の
基
盤

づ
く
り
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
教
育
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
未
来
へ
の
先
行
投
資
と

し
て
、
子
ど
も
や
若
者
の
学
び

を
切
れ
目
な
く
支
援
し
、
人
材

育
成
・
創
出
か
ら
雇
用
・
就
業

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ

る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
２

０
１
３
年
度
政
府
の
予
算
編
成

に
お
い
て
下
記
の
事
項
が
実
現

す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

記

❶　
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る

こ
と
。
具
体
的
学
級
規
模
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
ゆ
た
か

な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

30
人
以
下
学
級
と
す
る
こ
と
。

❷　
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準

の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
と
と
も
に
国
負
担
割
合
を

２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

す
る
。

 

意
見
書
提
出
先 

内
閣
総
理
大
臣　

野
田　
佳
彦
様

参
議
院
議
長　
平
田　
健
二
様

総
務
大
臣　
　
樽
床　
伸
二
様

財
務
大
臣　
　
城
島　
光
力
様

文
部
科
学
大
臣

田
中
真
紀
子
様

意　

見　

書

30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係

る
意
見
書

（
全
員
賛
成
）

提
出
者
　
総
務
厚
生
常
任
委
員
長
　
　
碇
　
　
勝
　
征
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議
案
審
議

■特別会計
特別会計名称 歳入総額 歳出総額 差引額

国 民 健 康 保 険 9億9,512万7千円 8億7,443万2千円 1億2,069万5千円
後 期 高 齢 者 医 療 8,347万1千円 8,093万5千円 253万6千円
土 地 取 得 154万9千円 0千円 154万9千円
農 業 集 落 排 水 5億6,465万2千円 5億5,723万1千円 742万1千円

■主な財政指標
指標の説明 平成23年度 平成22年度

財 政 力 指 数 町の財政力を表す指数。１に近い団体ほど自主財源
の割合が高く、財政に余裕があるとされる。 0.58 0.62

経 常 収 支 比 率 町の財政の弾力性を表す指標。数値が低い団体ほど
自由に使える財源が多いとされる。 88.4％ 88.6％

実 質 公 債 費 比 率
町の借金返済額が標準財政規模に占める割合を表す
指標。18％を超えると起債の際に許可が必要となり、
25％を超えると起債に制限がかかる。

21.2％ 21.7％

将 来 負 担 比 率 現時点で、町が将来負担すべき債務が標準財政規模
の何倍あるかを表す指標。 113.9％ 141.6％

　平成24年９月12日の本会議において、本委員会に付託された平成23年度上峰町一般会計歳入歳
出決算及び各種特別会計歳入歳出決算について、去る９月26日から28日までの３日間にわたり厳
正なる審査を行い、監査委員の意見書及び執行部の内容説明を聞き、慎重な審査の結果、適正で
あることを認め全員賛成をもって認定すべきものと決定しました。

決算特別委員会委員長　中山　五雄

歳入総額
36億8,747万

2千円

歳出総額
34億9,888万

1千円

町税
13億5,486万円
36.7%

町債
2億3,428万4千円
6.4%

諸収入他 1億8,212万5千円 4.9%

各種交付金 1億1,628万6千円 3.2%

県支出金 2億1,510万2千円 5.8%

国庫支出金 3億7,036万2千円 10.0%

使用料･手数料 6,574万1千円 1.8%

繰越金 1億5,318万1千円 4.2%

消防費 1億5,249万3千円 4.4%

教育費 3億1,661万1千円 9.0%

公債費 5億3,212万7千円 15.2%

その他 8,416万5千円 2.4%

土木費 9,760万8千円 2.8%

総務費
5億4,900万7千円
15.7%

民生費
9億1,236万6千円
26.1%

衛生費
5億2,461万5千円
15.0%

農林水産業費
3億2,988万9千円
9.4%

地方交付税
9億9,553万1千円
27.0%

平成23年度  一般会計・特別会計決算を認定

■一般会計（歳入総額 ３6億8，747万2千円：歳出総額 ３4億9，888万1千円：差引額 1億8，859万1千円）
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議
案
審
議

平成24年 議案賛否表第4回定例会

議 

案 

番 

号

採 

決 

結 

果

1 2 3 4 5 6 7 8 9
原
田　
　

希

寺
﨑　

太
彦

橋
本　

重
雄

碇　
　

勝
征

林　
　

眞
敏

松
田　

俊
和

岡　
　

光
廣

吉
富　
　

隆

中
山　

五
雄件　　　　　　　　　名

42 平成23年度上峰町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 平成23年度上峰町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 平成23年度上峰町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 平成23年度上峰町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 平成23年度上峰町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 専決処分の承認を求めることについて
（平成24年度上峰町一般会計補正予算（専決第２号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 上峰町暴力団排除条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 上峰町高額療養費貸付基金の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 平成25年度上峰町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 平成24年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 平成24年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 平成24年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 土地の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60 佐賀県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 上峰町議会会議規則の一部を改正する規則 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 上峰町議会委員会条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 証人等の費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- 平成23年度決算特別委員会審査報告 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
あ
い
さ
つ

議
長
あ
い
さ
つ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
ご
家
族
お

揃
い
で
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
全
国
的
に
い
ろ
ん
な
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
そ
の
最
た

る
も
の
は
年
末
の
衆
議
院
選
挙
で
あ

り
、
突
然
の
こ
と
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
結
果
は
ご
案
内
の
通
り
自

民
党
の
圧
勝
と
な
り
政
権
交
代
が
な

さ
れ
、
安
倍
内
閣
の
誕
生
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
施
策
の
第
一
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
の
が
景
気
浮
揚
対
策
で

あ
り
、
長
引
く
デ
フ
レ
脱
却
に
む
け

て
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
円

相
場
も
70
円
代
の
円
高
傾
向
か
ら
87

円
代
へ
の
円
安
傾
向
と
な
り
、
輸
出

産
業
に
つ
い
て
は
少
し
は
良
い
兆
し

が
見
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
良

い
意
味
で
の
波
及
効
果
が
地
方
に
も
、

特
に
我
が
町
に
も
早
く
及
ぶ
こ
と
を

期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

12
月
定
例
会
も
無
事
終
え
ま
し
た

が
、
今
回
か
ら
新
し
く
就
任
さ
れ
た

教
育
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
の
で
全

般
的
に
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か

を
聞
き
た
い
と
、
教
育
問
題
に
関
す

る
質
問
が
い
つ
も
よ
り
多
か
っ
た
感

が
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
各
議
員

が
子
ど
も
の
教
育
に
関
心
が
高
い
こ

と
の
表
れ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
中
学
生
の
子
ど
も
議
会
が

実
施
さ
れ
、
福
祉
、
企
業
誘
致
、
道

路
整
備
、
教
育
問
題
な
ど
町
の
こ
と

を
自
分
た
ち
の
目
線
で
的
確
に
捕
ら

え
質
問
し
て
い
る
の
に
感
心
し
、
そ

れ
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
実
現
に
向

け
て
検
討
す
る
姿
勢
を
示
し
た
執
行

部
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

我
が
町
は
小
さ
い
で
す
が
、
県
内

３
つ
の
人
口
増
の
町
の
１
つ
で
あ
り
、

下
水
道
を
含
む
住
環
境
整
備
も
進
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
良
い
町
と
な
る

た
め
に
老
若
男
女
皆
が
知
恵
を
し
ぼ

り
共
に
汗
を
か
き
、
行
政
・
議
会
が

車
の
両
輪
の
ご
と
く
、
切
磋
琢
磨
し

今
年
が
さ
ら
に
良
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

みんなで知恵を出し汗をかこう！  今年が良い年となるために！！

議長 大川　隆城
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予

算

本会期までの累計一　般　会　計

平成2４年度 補 正 予 算

5，961万5千円増額して
総額36億8,399万4千円となる
補正予算の主なものは…

歳　入（増額のみ）
◎町税
　・町民税 �  972万7千円
　・固定資産税 �  1,778万8千円
◎国庫支出金
　・衆議院議員選挙委託金 �  827万6千円
◎県支出金
　・障害者福祉費負担金 �  144万6千円
　・農林災害復旧負担金 �  439万2千円
◎寄付金 �  100万円
◎可燃物・不燃物袋販売収入 �  302万4千円

歳　出（増額のみ）
◎財政調整基金積立金 �  751万5千円
◎減債基金積立金 �  1,000万円
◎中の尾団地汚水処理施設解体工事費
　　　　　　　　　　　　 �  120万円
◎御陵公園フェンス改修工事費 �  300万円
◎衆議院議員選挙執行経費 �  827万6千円
◎障害者福祉費
　・更生医療給付費 �  310万円
　・介護、訓練等給付費 �  530万8千円
◎子どもの医療費助成費 �  404万6千円
◎耕地整理ため池災害復旧工事費
　　　　　　　　　　　　 �  600万円
◎鳥越川災害復旧工事費 �  140万円

248万5千円を増額し、10億2,859万4千円となる

1千円を増額し、9,154万5千円となる

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

入るお金
合計

町税
12億7,329万
5千円
34.5% 

総務費
4億2,256万4千円
11.5% 

民生費
10億5,391万
6千円
28.6% 

その他 3億3,432万円　9.0%

国庫支出金 3億1,969万8千円　8.7%

その他 1億3,187万円　3.5%

衛生費
5億5,176万円
15.0% 

町債
2億1,553万5千円
5.9% 

繰入金
1億6,457万2千円
4.5%

県支出金
3億1,544万1千円
8.6% 

公債費
5億1,128万4千円
13.9% 

教育費
3億4,059万2千円
9.2% 

消防費
1億6,052万4千円
4.4% 

土木費
1億3,502万9千円
3.7% 

農林水産業費
3億7,645万5千円
10.2% 

地方交付税
8億7,254万2千円
23.7% 

36億8,399万
4千円

合計
36億8,399万

4千円

使うお金

繰越金
1億8,859万1千円
5.1%

特　別　会　計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

7,103万円を増額し、6億8,938万7千円となる

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
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一
般
質
問

議
員

　
百
条
関
連
投
書
文
の
鑑
定
結

果
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
ど

の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

武
廣
町
長

　
い
た
だ
い
た
投
書
文
に
は
、

作
成
者
の
と
こ
ろ
が
黒
色
の
イ

ン
ク
で
塗
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
の
上
塗
り
さ
れ
た
部
分
に

つ
い
て
の
鑑
定
結
果
は
、「
上

峰
町
を
正
し
く
、
明
る
く
、
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
願
う
町
民

大
川
紀
男
」
と
い
う
ふ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。　
　
　

　
よ
っ
て
投
書
文
は
、
大
川
氏

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
、
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

議
員

　
鑑
定
は
、
町
民
か
ら
の
請
願

と
、
町
民
の
税
金
を
使
っ
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
町
民
に
公
表

す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
、

或
い
は
そ
う
で
な
い
と
思
う
か

に
つ
い
て
返
答
を
お
願
い
し
た

い
。

武
廣
町
長

　
私
は
、
私
の
立
場
で
真
相
究

明
を
し
て
い
き
た
い
と
、
最
初

か
ら
、
こ
れ
は
ね
つ
造
事
件
だ

と
申
し
上
げ
て
お
り
、
違
法
性

の
阻
却
要
件
に
も
該
当
す
る
の

で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
公
表
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

議
員

　
各
住
宅
毎
の
未
納
者
の
割
合

は
ど
う
で
あ
る
か
、
ま
た
未
納

者
に
対
し
て
は
法
的
処
置
は
行

わ
な
い
の
か
。

江
﨑
振
興
課
長

　
団
地
毎
の
滞
納
者
は
、
坊
所

団
地
32
戸
中
９
戸
、
切
通
42
戸

中
６
戸
、
樫
寺
35
戸
中
３
戸
、

西
峰
32
戸
中
７
戸
、
米
多
54
戸

中
１
戸
、
計
195
戸
中
26
戸
の
滞

納
が
あ
る
。

　
未
納
金
額
は
、
平
成
23
年
度

末
で
952
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
滞
納
対
策
に
つ
い
て
は
、

催
告
な
ど
一
連
の
対
策
は
実

施
し
て
い
る
が
、
法
的
処
置

の
適
用
に
つ
い
て
も
「
町
営

住
宅
家
賃
等
滞
納
整
理
事
務

処
理
要
綱
」
に
お
い
て
、
民

事
訴
訟
法
の
規
定
も
設
け
て

い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
は

当
該
訴
訟
等
に
つ
い
て
実
施

さ
れ
た
例
は
な
い
。

議
員   

　

民
間
不
動
産
会
社
で
は
、

早
め
早
め
の
処
理
を
す
る
。

　

行
政
は
危
機
意
識
が
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
で
も
、
少
し
ず
つ
減
ら
し
て

い
く
努
力
、
や
む
を
得
な
い
場

合
に
は
略
式
裁
判
を
し
て
で
も
、

何
と
か
す
る
と
い
う
努
力
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

　
10
月
３
日
、
井
手
口
区
内
で

起
こ
っ
た
交
通
事
故
の
対
策
と

安
全
教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
か
。

小
野
教
育
課
長

　
安
全
指
導
は
恒
常
的
に
行
っ

て
い
る
。
こ
の
事
故
を
受
け
て
、

翌
日
に
は
臨
時
全
校
集
会
、
ま

た
下
校
時
の
安
全
指
導
の
徹
底

を
図
っ
た
。

議
員

　
危
険
を
予
測
で
き
る
場
所
等

の
教
育
は
現
地
指
導
が
大
切
で

あ
る
。
是
非
、
現
場
に
お
け
る

教
育
を
お
願
い
し
た
い
。

小
野
教
育
課
長

　
教
育
現
場
の
人
と
と
も
に
下

校
時
等
、
現
場
に
立
っ
て
み
た

い
と
思
う
。

議
員

　
県
道
坊
所
城
島
線
の
歩
道
内

に
覆
い
被
さ
っ
て
い
る
繁
茂
樹

の
処
理
は
で
き
る
の
か
。

江
﨑
振
興
課
長

　
基
本
的
に
は
地
権
者
で
す
が
、

通
行
等
に
支
障
が
あ
り
、
緊
急

性
を
要
す
る
も
の
等
に
つ
い
て

は
、
県
の
ほ
う
で
伐
採
す
る
と

い
う
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

議
員

　
樹
内
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
九
電
の

電
線
、
ま
た
町
の
防
犯
灯
も
含

ま
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
通
学

安
全
か
ら
も
大
切
で
あ
り
宜
し

く
お
願
い
し
た
い
。

聞
き
聞
き
た
い

一般質問一般質問

そそ
こ
が

答答 投
書
文
鑑
定
の
結
果
は

結
果
は
公
表
し
た
い

林　眞敏 議員

答答 町
営
住
宅
家
賃
未
納
対
策
は

早
め
早
め
の
対
応
に
努
力

答答 学
童
の
通
学
安
全
確
保
は

現
場
指
導
、現
地
踏
査
す
る

ほ
か
に

○
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て

○
陳
腐
財
産
に
つ
い
て

坊所城島線の繁茂樹

投
書
文
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一
般
質
問

議
員

　
新
し
く
就
任
さ
れ
た
教
育
長

の
、
上
峰
町
の
教
育
に
対
す
る

思
い
を
伺
う
。

矢
動
丸
教
育
長

　
確
か
な
学
力
を
つ
け
て
あ
げ

る
学
校
、
豊
か
な
心
を
持
ち
、

健
や
か
で
知
徳
体
を
身
に
つ
け

た
児
童
・
生
徒
の
育
成
、
こ
れ

が
子
育
て
教
育
の
町
づ
く
り
上

峰
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
上
峰
町
に
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
教
育
風
土
、
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
気
持
ち
を
受

け
継
い
で
い
る
町
民
の
皆
様
方

の
お
力
を
か
り
、
連
携
し
な
が

ら
児
童
・
生
徒
を
育
て
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
教
育
は
100
年
先
を
見
通
し
た

夢
を
描
く
こ
と
。
100
年
の
計
は

人
づ
く
り
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
を
こ
れ
ま
で
ず
っ
と

実
践
し
て
き
て
い
る
上
峰
で
は

な
い
か
、
と
感
じ
て
い
る
。
こ

の
精
神
風
土
を
大
切
に
し
、
未

来
に
向
け
て
、
次
代
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
教
育
の
創
造
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

　
町
長
自
身
、
公
約
の
進
捗
に

つ
い
て
ど
う
評
価
す
る
か
。

武
廣
町
長

　
就
任
し
た
際
に
財
政
健
全
化

を
目
指
す
と
い
う
事
が
一
番
念

頭
に
あ
っ
た
。
実
質
公
債
費
比

率
・
将
来
負
担
比
率
を
押
し
下

げ
る
事
が
で
き
た
の
は
、
職
員

の
努
力
の
お
か
げ
だ
と
思
う
し
、

議
会
と
行
政
の
努
力
が
実
を
結

ん
だ
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
拡
充
を
24
項
目
上
げ

て
い
た
。
限
ら
れ
た
財
政
で
何

と
か
実
現
を
見
て
き
た
所
だ
が
、

平
成
24
年
度
80
％
の
進
捗
と

な
っ
て
い
る
。

　
残
り
20
％
実
現
で
き
て
い
な

い
と
い
う
意
味
で
は
大
変
問
題

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
努
力

を
し
て
い
き
た
い
。

　
評
価
は
、
町
民
の
皆
様
が
お

決
め
に
な
る
こ
と
。
財
政
状
況

の
改
善
の
数
字
を
示
し
、
町
民

の
皆
様
の
判
断
を
受
け
る
べ
き

も
の
と
考
え
る
。

議
員

　
次
期
町
長
選
出
馬
の
意
向
は
。

武
廣
町
長

　
こ
れ
ま
で
財
政
健
全
化
か
ら

始
ま
り
、
財
政
健
全
化
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
そ
し
て
財

政
健
全
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
と
い
う
施
政
方
針
で
進
め

て
き
た
が
、
ま
だ
し
ば
ら
く
は

小
康
状
態
で
あ
る
の
で
、
財
政

健
全
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
並
行
し
な
が
ら
進
め
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
責
任
が
伴
う
も

の
だ
と
思
う
し
、
そ
の
責
任
を

負
っ
て
私
は
次
の
町
長
選
挙
に

立
候
補
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

う
。

議
員

　
鳥
栖
・
三
養
基
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
検
討
委
員
会
の
最
終
報
告
を

受
け
て
、
町
長
の
考
え
は
。

武
廣
町
長

　
こ
の
連
携
を
進
め
る
な
か
で

今
後
の
合
併
の
機
運
が
で
き
上

が
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
し
、

お
互
い
の
ソ
フ
ト
事
業
の
平
準

化
が
ま
ず
必
要
だ
と
い
う
観
点

か
ら
、
合
併
を
念
頭
に
連
携
事

業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
同
時
に
枠
組
み
に

つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
様
と
の

話
し
合
い
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
の
で
、
様
々
な
勉
強
会
に

出
向
い
て
い
き
な
が
ら
、
連
携

の
あ
り
方
、
今
後
の
自
治
体
規

模
の
あ
り
方
と
い
う
も
の
を
考

え
て
い
き
な
が
ら
、
町
に
と
っ

て
一
番
有
益
な
枠
組
み
を
町
民

の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員

　
行
政
規
模
町
民
意
識
調
査
は

任
期
中
に
実
施
で
き
る
の
か
。

武
廣
町
長

　
任
期
中
に
実
行
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

議
員

　
実
施
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

い
つ
頃
と
考
え
る
か
。

武
廣
町
長

　
連
携
事
業
実
施
・
進
行
管
理

委
員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確

認
し
な
が
ら
、
適
当
な
時
期
に

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
の
概
要
版
も

含
め
て
住
民
の
皆
様
へ
の
告
知

を
し
、
ま
た
、
意
識
調
査
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

原田　希 議員

答答 教
育
長
の
所
信
を
問
う

次
代
を
担
う
人
材
を
育
成

答答 ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
後
の
考
え
は

合
併
の
機
運
が
で
き
上
が
る

答答 町
長
公
約
の
進
捗
は

80
％
の
進
捗

町長の公約

鳥栖市・みやき町・基山町・上峰町は、「鳥栖・三養基地域ビジョン検討委員会」を設置し、各市
町の特性・課題の把握、今後の方向性の再確認をしながら「絆」を強めてきました。そして、このた
び「鳥栖・三養基地域ビジョン」を策定しました。

「鳥栖・三養基地域ビジョン」と「まちづくり宣言」「鳥栖・三養基地域ビジョン」と「まちづくり宣言」

笑顔笑顔笑顔笑顔があふれがあふれがあふれがあふれ、、、、交流交流交流交流がががが生生生生まれまれまれまれ、、、、

夢夢夢夢がががが広広広広がるまちづくりがるまちづくりがるまちづくりがるまちづくり鳥栖・三養基
～住み良さが実感できるまちづくりを目指して～

び「鳥栖・三養基地域ビジョン」を策定しました。
また、今後、種々の連携により住民福祉の向上につながる施策を展開するため、今後の連携のあり

方について継続的な議論が必要です。そのベースとなる「１市３町のまちづくり宣言」もしました。
まちづくり宣言は今後のこの地域について、またこの地域に住まれている住民の皆様に対し、この地
域の「目指すべき将来像」を実現していくための理念的な部分を含め宣言したもので、１市３町が共
通認識したものです。

◆将来都市像 ⇒ 「笑顔があふれ、交流が生まれ、夢が広がるまちづくり 鳥栖･三養基
～住み良さが実感できるまちづくりを目指して～」

○笑顔があふれ：この地域は、子どもからお年寄りまですべての住民が日頃から笑顔にあふれ、安
心して暮らしていける地域を目指します。

○交流が生まれ：この地域は、一体的な経済圏として発展してきました。これからもさらに交流が
生まれるような施策に取り組みます。

○夢が広がる ：この地域に住み、暮らしていくことで、住民の夢が広がっていくようなまちづく
りを目指します。

～住み良さが実感できるまちづくりを目指して～
この地域は、生活基盤等の整備は比較的充実していると考えられますが、真に「住み良さ」が実感

できているのか再度点検しながら、１市３町の連携でさらに高めていけるような地域となるよう、副
題としています。

目指すべき将来像について目指すべき将来像について

１１１１

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 笑顔があふれ、交流が生まれ、 
夢が広がるまちづくり鳥栖・三養基 

 

 

平成 24 年 11 月 26 日 

～住み良さが実感できるまちづくりを目指して～ 
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一
般
質
問

議
員

　
町
道
下
津
毛
三
田
川
線
、
三

上
地
区
旧
リ
ッ
ク
な
か
は
ら
か

ら
吉
野
ヶ
里
に
通
じ
る
道
路
の

南
側
に
つ
い
て
は
、
家
が
建
っ

て
い
る
所
は
幅
員
が
広
く
な
っ

て
い
る
が
、
畑
の
所
は
路
肩
が

あ
る
た
め
狭
く
な
っ
て
い
る
。

路
肩
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

江
﨑
振
興
課
長

　

家
が
建
っ
て
い
る
所
は
６

メ
ー
ト
ル
位
の
幅
員
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
路
肩
を
整
備
す
れ

ば
、
６
メ
ー
ト
ル
幅
の
道
路
と

な
る
。

　
現
在
、
米
多
坊
所
線
と
の
変

則
５
差
路
の
交
差
点
整
備
の
概

略
設
計
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

な
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
整

備
を
す
る
か
に
つ
い
て
、
法
線

等
を
に
ら
み
あ
わ
せ
な
が
ら
計

画
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　
現
在
、
議
員
に
よ
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
が
、
町
内
を
巡
っ
て
み

て
、
団
地
内
の
道
路
が
狭
く
、

車
が
離
合
す
る
に
も
難
し
い
状

況
で
あ
る
。

　

側
溝
に
ふ
た
、
ま
た
は
グ

レ
ー
チ
ン
グ
の
整
備
を
し
た
ら
、

通
り
や
す
く
な
る
と
思
う
が
。

江
﨑
振
興
課
長

　
都
市
計
画
施
行
前
に
で
き
た

団
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
側

溝
の
整
備
を
し
て
、
道
路
幅
員

拡
幅
お
よ
び
排
水
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
下
津

毛
団
地
、
切
通
団
地
の
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。

議
員

　
雨
が
降
っ
た
後
の
道
路
に
は

水
た
ま
り
が
で
き
、
そ
こ
を
子

ど
も
た
ち
は
通
学
し
て
い
る
。

財
政
難
と
は
思
う
が
、
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
内
だ
け
で
も
早
急
な

整
備
が
必
要
と
思
う
。

武
廣
町
長

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
、
安
心

を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
も
優

先
度
を
つ
け
な
が
ら
、
行
政
で

議
論
を
し
改
善
に
向
け
て
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

橋本 重雄 議員

答答 三
上
地
区
の
道
路
整
備
を

今
後
検
討
し
ま
す

答答 団
地
内
の
道
路
整
備
は

計
画
的
に
整
備
し
ま
す

答答 ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
の
道
路
整
備
を

優
先
度
を
つ
け
て
整
備
し
て
い
く

町道下津毛三田川線

下津毛団地内の道路

痛んだ路面

ほ
か
に

○
教
育
委
員
会
に
つ
い
て

○
祭
行
事
の
復
活
を

○
使
用
料
の
改
定
に
つ
い

て
○
土
地
改
良
地
区
内
の
農

振
除
外
に
つ
い
て

○
来
年
３
月
の
町
長
選
挙

に
つ
い
て
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一
般
質
問

議
員

　
公
共
施
設
の
、
本
体
の
耐
震

対
策
は
100
％
で
き
て
い
る
が
、

本
体
以
外
の
、
窓
、
内
外
壁
、

照
明
器
具
、
テ
レ
ビ
等
の
転
倒

な
ど
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
対

策
は
で
き
て
い
る
の
か
。

小
野
教
育
課
長

　
県
内
の
学
校
施
設
で
、
非
構

造
部
材
の
耐
震
対
策
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
現
在
、

上
峰
町
の
小
・
中
学
校
の
書
棚

の
転
倒
防
止
は
行
っ
て
い
る
が
、

非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
は
、

小
・
中
学
校
と
も
行
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
小
・
中
学
校
と
も
改
修
工
事

を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
時
に

耐
震
対
策
が
で
き
れ
ば
施
工
を

同
時
期
に
や
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
ま
た
、
転
倒
防

止
や
簡
単
に
で
き
る
分
に
つ
い

て
は
、
随
時
や
っ
て
い
く
よ
う

指
導
し
て
い
く
。

北
島
企
画
課
長

　
今
、
非
常
に
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
学
校
の
体
育
館
が

避
難
所
を
兼
用
し
て
い
る
の
で

非
常
事
態
時
に
、
安
心
し
て
避

難
で
き
な
い
の
は
問
題
と
理
解

し
て
い
る
。

　
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
避
難
所

で
は
な
い
の
で
、
基
本
的
に
は

最
後
に
施
工
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
経
費
が
そ
ん
な

に
か
か
ら
な
く
て
、
効
果
が
大

き
い
も
の
は
、
早
速
調
査
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　
通
学
路
は
、
決
ま
っ
て
い
る

が
、
車
や
バ
イ
ク
か
ら
子
ど
も

を
守
る
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の

設
定
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

小
野
教
育
課
長

　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
は
、
歩
行

者
と
車
両
の
通
行
を
分
け
て
、

通
学
時
の
児
童
の
安
全
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
設
定
さ
れ
て
い

る
。
歩
行
者
の
通
行
実
態
や
道

路
の
構
造
、
地
域
住
民
の
意
見

を
総
合
的
に
判
断
し
、
車
両
の

通
行
禁
止
や
速
度
規
制
な
ど
の

交
通
規
制
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
上
峰
町
は
、
通
学
路
は
設
定

し
て
い
る
が
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
は
設
定
し
て
い
な
い
。

寺㟢 太彦 議員

答答 非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
は

全
て
、
完
了
し
て
い
な
い

答答 ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
設
定
は

設
定
し
て
い
な
い

議
員

　
中
学
校
と
体
育
館
の
間
の
道

路
は
、
制
限
速
度
60
キ
ロ
で
歩

道
も
な
い
が
、
速
度
の
規
制
や

路
側
帯
の
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
の

整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
野
教
育
課
長

　
教
育
委
員
会
及
び
学
校
は
、

適
切
な
措
置
を
と
り
、
ま
た
警

察
、
道
路
管
理
者
と
関
係
機
関

に
対
し
て
、
通
学
路
の
交
通
安

全
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　
新
し
く
、
教
育
長
が
変
わ
り

今
後
の
教
育
方
針
は
。

矢
動
丸
教
育
長

　
町
の
教
育
方
針
は
、
教
育
委

員
会
で
定
め
て
い
く
の
で
、
教

育
長
が
変
わ
っ
て
も
、
町
の
教

育
方
針
が
変
わ
る
も
の
で
は
な

い
。

　
町
の
方
針
は
、

◦�

確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の

推
進

◦�

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推

進

◦�

健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
の

推
進

◦�

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

教
育
の
推
進

◦�

教
育
活
動
を
支
え
る
環
境
の

整
備

◦�

文
化
財
の
保
護

　
と
い
う
６
つ
の
柱
で
進
め
て

い
く
。

　

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
、
小
４

ギ
ャ
ッ
プ
を
解
決
す
る
た
め
先

進
校
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
連

携
型
の
小
中
交
流
を
進
め
て
い

く
。

中学校東側の通学路

小学校書棚の転倒防止

答答 教
育
長
の
教
育
方
針
は

今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

ほ
か
に

○
百
条
委
員
会
へ
の
投
書
文
の
調
査
結
果
は

○
消
防
車
の
ネ
ッ
ト
競
売
は

○
外
記
の
た
め
池
の
変
則
４
差
路
は
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一
般
質
問

議
員

　
７
月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
が

出
て
い
る
。

　
水
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
坊

所
城
島
線
を
軸
に
し
て
東
西
に

流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
６
割
は
大
字
江
迎
地
区

に
流
入
し
て
い
る
。

　
そ
う
い
っ
た
中
で
、
農
業
の

災
害
を
ど
の
よ
う
に
し
て
防
ぐ

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

９
月
定
例
会
で
大
字
江
迎
地
区

に
排
水
機
の
設
置
を
と
質
問
し

て
い
た
が
。

武
廣
町
長

　
大
字
江
迎
地
区
へ
の
排
水
機

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
積

極
的
に
取
り
組
む
。

議
員

　
町
長
は
何
も
行
動
を
し
て
い

な
い
の
で
、
早
急
に
対
応
を
お

願
い
す
る
。

武
廣
町
長

　
排
水
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

補
助
事
業
に
の
せ
て
次
の
議
会

で
、
は
っ
き
り
と
報
告
が
で
き

る
よ
う
に
対
応
を
し
た
い
。

議
員

　
強
く
要
望
す
る
。

議
員

　
町
の
財
政
が
厳
し
い
の
で
、

滞
納
整
理
機
構
と
連
携
し
、
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

白
濱
税
務
課
長

　
今
後
は
不
納
欠
損
を
な
く
し

ま
た
、
個
人
・
法
人
に
つ
い
て

も
努
力
を
す
る
。

北
島
企
画
課
長

　
平
成
24
年
度
の
決
算
見
込
み

は
、
歳
入
が
37
億
５
５
０
０
万

円
、
平
成
23
年
度
決
算
比
較
で

６
６
０
０
万
円
の
増
、
歳
出
が

36
億
２
６
０
０
万
円
、
平
成
23

年
度
決
算
比
較
で
１
億
２
７
０

０
万
円
の
増
に
な
る
。

議
員

　
平
成
24
年
度
決
算
見
込
み
を

見
る
と
、
良
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
町
の
財
政
は

ま
だ
厳
し
い
と
判
断
す
る
。
今

後
の
町
の
財
政
に
つ
い
て
は
、

歳
入
増
と
歳
出
減
の
努
力
を
お

願
い
す
る
。

議
員

　
平
成
25
年
度
の
予
算
確
保
に

努
力
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
北
部
地
区
に
つ
い
て
も
、

国
・
県
に
予
算
確
保
の
努
力
を

お
願
い
す
る
。

武
廣
町
長

　
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促

進
事
業
（
フ
ォ
ア
ス
事
業
）
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
予
算

取
り
に
努
力
す
る
。

　
今
後
、
三
養
基
西
部
土
地
改

良
区
に
は
、
全
面
的
に
協
力
す

る
。

吉富　隆 議員

答答 農
業
の
水
害
を
ど
う
防
ぐ
か

排
水
機
を
設
置
し
、
水
害
を
防
ぐ
よ
う
取
り
組
む

町
税
滞
納
に
つ

い
て

平
成
24
年
度
決
算

見
込
み
に
つ
い
て

町
の
振
興
対
策

に
つ
い
て

７月の大雨による被害状況

高額滞納者リスト
【個人】� （平成24年11月30日現在）

順　位 滞納額（円）
１ ８，６６８，５００
２ ５，１４９，３００
３ ４，０１５，７００
４ ３，５９０，８００
５ ３，１５６，７１６
６ ２，４６６，７６９
７ ２，３５３，１００
８ ２，１４３，０００
９ ２，１３２，６００
10 ２，０４６，５００

合　計 ３５，７２２，９８５

【法人】
順　位 滞納額（円）
１ ３，３４７，９００
２ １，３５６，４００
３ １，１３５，２００
４ ７８４，３００
５ ６９８，３００
６ ５９１，３００
７ ２３０，９００
８ ２２４，６００
９ １７９，２００
10 １６３，３００

合　計 ８，７１１，４００

※不存在

※不存在

※不存在

※破産事件中

※不存在

※不存在

ほ
か
に

○
町
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
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一
般
質
問

議
員

　
今
後
の
方
針
は
、
ど
の
点
に

重
点
を
置
い
て
進
め
る
の
か
。

矢
動
丸
教
育
長

　
町
の
基
本
方
針
が
、
確
か
な

学
力
を
育
ん
で
い
く
ん
だ
と
い

う
こ
と
、
そ
し
て
健
や
か
な
身

体
を
育
ん
で
い
く
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
方
針
に

従
っ
て
進
め
る
。

議
員

　
知
・
徳
・
体
の
備
わ
っ
た
心

身
で
将
来
、
上
峰
を
担
い
、
そ

し
て
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う

な
人
材
育
成
に
努
め
る
と
言
わ

れ
た
が
、
具
体
的
内
容
は
。

矢
動
丸
教
育
長

　
「
和
を
以
て
尊
し
と
な
す
」

と
い
う
気
持
ち
で
、
色
々
な
方

と
話
を
す
る
事
で
、
情
報
を
共

有
し
、
素
早
い
対
応
、
色
々
な

方
々
の
知
恵
を
貰
っ
て
や
っ
て

い
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

議
員

　
小
学
校
北
門
に
関
し
て
、
新

設
の
考
え
は
。

矢
動
丸
教
育
長

　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
大

変
真
剣
に
受
け
止
め
て
お
り
、

早
急
の
対
応
と
い
う
こ
と
で
指

示
を
受
け
て
お
り
、
平
成
25
年

度
の
予
算
計
上
で
対
応
す
る
よ

う
、
現
在
動
い
て
い
る
。

武
廣
町
長

　
要
求
案
が
提
出
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
判
断
し
て
い
き
た
い
と
思

い
、
教
育
委
員
会
で
の
判
断
は

重
く
受
け
止
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員

　
水
門
よ
り
北
側
両
側
面
お
よ

び
東
側
南
面
の
改
修
工
事
の
進

捗
状
況
は
。

江
﨑
振
興
課
長

　
県
が
行
っ
て
い
る
「
県
営
ク

リ
ー
ク
防
災
緊
急
応
急
対
策
事

業
」
で
施
行
さ
れ
、
平
成
25
年

３
月
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

議
員

　
当
箇
所
の
工
事
完
了
後
、
両

岸
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
を
要

望
し
て
い
た
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

江
﨑
振
興
課
長

　
県
営
の
別
の
ク
リ
ー
ク
事
業

と
い
う
こ
と
で
、
今
計
画
書
を

作
成
中
で
、
随
時
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
設
置
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
路
線
的

に
は
５
路
線
に
お
い
て
要
望
が

で
て
お
り
、
多
額
の
費
用
が
か

か
る
見
込
み
で
あ
り
、
毎
年
実

施
で
き
る
と
こ
ろ
を
、
計
画
的

に
実
施
し
て
い
く
。

議
員

　
ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
に
対

し
、
現
在
施
行
さ
れ
る
計
画
は
。

池
田
総
務
課
長

　
ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
共
に
、

町
の
計
画
に
基
づ
い
て
施
行
し

て
お
り
、
厳
し
い
財
政
事
情
か

ら
交
通
安
全
費
も
、
少
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
徐
々
に
改
善

し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

江
﨑
振
興
課
長

　
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、
通

学
路
に
お
け
る
合
同
点
検
を
８

月
22
日
に
実
施
し
、
結
果
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
。
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
は
、

町
道
米
多
坊
所
線
の
水
路
の
上

に
床
板
を
か
け
、
歩
道
の
整
備

を
行
っ
て
お
り
、
変
則
五
差
路

の
整
備
計
画
書
も
今
年
度
作
成

し
て
い
る
。
年
次
計
画
を
作
成

し
、
予
算
を
お
願
い
し
な
が
ら
、

随
時
要
望
に
応
じ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

議
員

　
ハ
ー
ド
面
に
関
し
て
、
路
肩

や
交
差
点
内
の
白
線
が
消
え
て

い
る
。
今
後
の
対
応
、
考
え
は
。

江
﨑
振
興
課
長

　
ラ
イ
ン
関
係
に
つ
い
て
は
、

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
早
め
の

措
置
と
し
て
、
今
年
度
、
中
学

校
西
側
の
交
差
点
辺
り
に
つ
い

て
ラ
イ
ン
引
き
を
行
っ
て
い
る
。

答答 勘
太
郎
川
上
流
改
修
工
事
は

平
成
25
年
３
月
ま
で
に
完
了

答答 町
の
交
通
安
全
面
は

随
時
要
望
に
応
じ
て
い
く

松田 俊和 議員

答答 教
育
長
の
今
後
の
取
組
は

学
力
・
豊
か
な
心
・
健
康
の
向
上
に
努
め
る

工事中の勘太郎川

消えかかった道路標示（横断歩道）
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一
般
質
問

議
員

　
百
条
委
の
経
緯
を
述
べ
る
。

　
平
成
22
年
３
月
に
百
条
委
設

置
（
投
書
文
に
基
づ
い
て
、
投

書
文
・
差
出
人
公
表
さ
れ
ず
）

さ
れ
た
。
公
費
を
つ
か
い
44
名

を
証
人
喚
問
し
た
。
私
自
身
も

証
言
台
に
立
っ
た
。

　
平
成
22
年
12
月
に
百
条
委
の

ま
と
め
と
し
て
、
採
用
試
験
の

作
文
の
差
し
替
え
を
誰
が
や
っ

た
の
か
の
調
査
か
ら
、
虚
偽
発

言
し
た
と
し
て
職
員
に
焦
点
を

か
え
、
佐
賀
地
検
へ
告
発
さ
れ

た
。

　
平
成
23
年
10
月
７
日
に
佐
賀

地
検
よ
り
、
こ
の
町
職
員
採
用

試
験
の
作
文
差
し
替
え
騒
動
を

め
ぐ
り
、
町
議
会
（
百
条
委
）

が
虚
偽
の
証
言
を
し
た
と
し
て

職
員
を
告
発
し
て
い
た
が
、
嫌

疑
不
十
分
で「
不
起
訴
」と
な
る
。

　
平
成
23
年
12
月
に
住
民
団
体

よ
り
、
請
願
書
（
投
書
文
の
公

開
と
差
出
人
の
鑑
定
）
が
提
出

さ
れ
、
私
と
同
僚
議
員
が
紹
介

議
員
に
な
り
、
議
長
へ
提
出
さ

れ
た
。

　
平
成
24
年
４
～
５
月
に
本
会

議
よ
り
総
務
厚
生
委
員
会
へ
付

託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。（
賛

成
４
、
反
対
１
）

　
委
員
長
よ
り
、
本
会
議
に
報

告
し
、
質
疑
応
答
の
あ
と
、
採

択（
賛
成
５
、反
対
４
）と
な
る
。

　
調
査
等
予
算
計
上
さ
れ
て
お

り
、
議
会
か
ら
町
長
へ
鑑
定
調

査
す
る
よ
う
に
送
付
さ
れ
る
。

　
先
の
同
僚
議
員
の
質
問
に
対

し
、
町
長
よ
り
調
査
機
関
か
ら

の
鑑
定
結
果
が
示
さ
れ
た
。

　
私
は
こ
の
百
条
委
は
、
誰
が

何
の
目
的
で
、
何
の
た
め
に
、

差
出
人
公
開
さ
れ
ず
に
設
置
さ

れ
た
の
か
、
こ
の
こ
と
は
度
々

報
道
機
関
よ
り
報
道
さ
れ
、
正

に
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
「
百
条

委
騒
動
」
だ
っ
た
。

　
こ
の
鑑
定
結
果
は
、
町
長
→

議
長
→
請
願
者
へ
報
告
さ
れ
る
。

　
町
長
自
ら
も
喚
問
台
に
立
た

さ
れ
、
こ
の
結
果
に
な
っ
た
現

在
の
心
境
を
伺
い
た
い
。

武
廣
町
長

　
投
書
文
（
百
条
関
連
）
の
鑑

定
結
果
は
、
先
の
質
問
に
お
答

え
し
て
い
る
こ
と
と
重
複
す
る

の
で
割
愛
す
る
。

　
私
は
、
正
し
い
こ
と
が
正
し

く
な
さ
れ
る
と
思
う
。

　
そ
し
て
、
住
民
・
町
民
が
、

そ
の
公
正
と
い
う
価
値
観
を
共

有
し
な
が
ら
、
町
づ
く
り
が
進

む
こ
と
が
大
切
だ
と
、
改
め
て

こ
の
百
条
委
の
調
査
を
し
た
こ

と
で
感
じ
た
。

議
員

　
小
学
校
の
広
報
紙
『
ち
ん
ぜ

い
』
の
中
に
、「
学
校
内
の
車

の
出
入
り
は
遠
慮
し
て
下
さ

い
。」
と
あ
る
。

　
児
童
の
安
全
安
心
を
確
保
し

た
い
思
い
が
、
書
か
れ
て
い
る
。

全
国
に
子
ど
も
の
通
行
中
に
車

が
突
っ
込
む
事
故
多
発
中
。
校

長
先
生
の
心
情
は
、
一
日
も
早

く
出
入
り
を
や
め
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
が
伝
わ
る
。

出
入
り
す
る
福
祉
施
設
は
持
ち

分
の
土
地（
町
よ
り
払
下
げ
分
）

を
保
有
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

活
用
い
た
だ
き
た
い
。
以
前
か

ら
の
経
緯
が
あ
り
、
固
辞
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。

　

児
童
の
安
全
安
心
を
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
。
福
祉
施
設

管
理
者
の
気
持
ち
が
わ
か
ら
な

い
。

　
教
育
委
員
会
で
、
一
日
も
早

く
取
り
組
ん
で
、
児
童
の
安
全

安
心
を
確
保
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

矢
動
丸
教
育
長

　
学
校
の
安
全
・
安
心
を
守
る

と
い
う
こ
の
立
場
に
は
、
非
常

に
重
く
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

　
引
継
ぎ
ま
し
て
、
数
回
ひ
か

り
保
育
園
と
協
議
し
た
が
、
駐

車
場
確
保
が
で
き
て
い
な
い
の

で
、
継
続
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
。

碇　勝征 議員

答答 百
条
調
査
の
経
緯
結
果
を
ど
う
思
う
か

正
し
い
こ
と
が
正
し
く
な
さ
れ
る
と
思
う

答答 学
校
内
の
安
全
確
保
は
で
き
て
い
る
の
か

小
学
校
内
へ
ひ
か
り
保
育
園
保
護
者
等
の
車
出
入
り
継
続
中

ほ
か
に

○
御
陵
公
園
等
に
つ
い
て

○
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事

業
○
新
地
下
水
制
御
シ
ス
テ

ム（
フ
ォ
ア
ス
）の
整
備 小学校内の駐車場

＊
百
条
委
と
は

　

地
方
自
治
法
第
百
条
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
は
町

の
事
務
に
関
す
る
調
査
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
関

係
人
の
出
頭
及
び
証
言
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

百条調査の経緯・結果は

13



一
般
質
問

議
員

　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
は
い

な
い
か
。
ま
た
、
何
日
休
め
ば

不
登
校
と
な
る
の
か
。

小
野
教
育
課
長

　
小
学
校
に
２
名
、
中
学
校
に

４
名
の
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

が
い
る
。

　
４
月
か
ら
通
算
20
日
以
上
休

め
ば
不
登
校
と
な
る
。

議
員

　
不
登
校
生
徒
の
調
査
は
行
っ

た
の
か
。

小
野
教
育
課
長　

　
家
庭
訪
問
等
を
行
い
確
認
し

て
い
る
。

議
員

　
い
じ
め
は
な
い
の
か
。

小
野
教
育
課
長

　
い
じ
め
の
報
告
は
現
在
の
と

こ
ろ
受
け
て
い
な
い
。

議
員

　
学
力
向
上
の
た
め
の
取
組
み

は
。

小
野
教
育
課
長

　
小
学
校
で
は
、
校
内
研
修
の

充
実
と
教
師
に
対
す
る
授
業
研

修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員

　
人
の
痛
み
や
苦
し
み
等
の
わ

か
る
子
ど
も
に
な
る
よ
う
、
今

後
も
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

矢
動
丸
教
育
長

　
学
力
向
上
に
つ
い
て
は
肝
に

銘
じ
て
、
今
後
指
導
を
し
て
い

き
た
い
。

議
員

　
吉
野
ヶ
里
町
で
は
軽
ト
ラ
市

に
450
万
円
の
補
助
を
出
し
て
い

る
。
上
峰
町
で
は
ラ
ジ
オ
放
送

「
カ
ミ
ン
グ
！
上
峰
」
に
約
２

０
０
０
万
円
か
か
っ
て
い
る
が
、

町
民
市
に
も
行
政
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
で
き
な
い
も
の
か
。

武
廣
町
長

　
厳
し
い
財
政
状
況
な
の
で
、

知
恵
と
工
夫
で
皆
さ
ん
で
作
り

上
げ
る
町
民
市
に
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

議
員

　
下
坊
所
十
字
路
は
私
も
毎
日

の
よ
う
に
通
っ
て
い
る
が
、
非

常
に
危
な
い
と
思
う
。
保
育
園

児
の
送
迎
や
学
校
生
徒
の
通
学

路
に
も
な
っ
て
い
て
、
大
変
危

険
な
の
で
優
先
順
位
を
先
に
と

思
う
が
。

江
﨑
振
興
課
長

　
坊
所
南
北
線
の
改
良
と
合
わ

せ
て
、
何
ら
か
の
補
助
に
乗
せ

て
と
思
っ
て
い
る
。

武
廣
町
長

　
議
会
終
了
後
、
す
ぐ
に
話
し

合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

だ
け
約
束
で
き
る
と
思
う
。

議
員

　
子
ど
も
議
会
で
の
質
問
内
容

は
、
早
急
に
や
る
事
ば
か
り

だ
っ
た
が
、
中
で
も
中
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備
が
十
分
で
な
い
こ

と
と
、
洋
式
ト
イ
レ
が
、
校
舎

に
１
つ
し
か
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
早
急
に
対
応
で
き
な
い
の

か
。

武
廣
町
長

　
平
成
25
年
度
の
要
求
は
す
で

に
各
課
か
ら
は
終
わ
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
か
28
年
に
、
大
規
模

改
修
に
合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

中山 五雄 議員

答答 教
育
問
題
に
つ
い
て

校
内
研
修
の
充
実
と
教
師
に
対
す
る
授
業

研
修
会
を
実
施

子ども議会　風景

町民市

答答 町
民
市
に
つ
い
て

知
恵
と
工
夫
で
つ
く
り
あ
げ
る

答答 西
峰
東
西
２
号
線
に
つ
い
て

補
助
事
業
で
対
応
し
た
い

答答 子
ど
も
議
会
で
の
要
望
に
つ
い
て

大
規
模
改
修
に
合
わ
せ
て
検
討
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子
ど
も
議
会

議
長　
古
村
　
達
哉

　
子
ど
も
議
会
、
そ
れ
は
中
学

生
が
実
際
に
町
議
会
に
参
加
し

て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
も
の

で
す
。

　
自
分
は
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

「
緊
張
し
な
い
、
緊
張
し
な
い
」

と
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
が
、

い
ざ
そ
の
時
が
近
づ
く
と
そ
ん

な
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
自
分
の
名
前
を

呼
ば
れ
て
議
長
席
に
着
席
、
そ

の
瞬
間
緊
張
が
ピ
ー
ク
に
達
し

ま
し
た
。
生
徒
議
員
の
名
前
を

呼
び
、
町
執
行
部
の
皆
さ
ん
の

回
答
、
そ
れ
が
続
く
に
つ
れ
て

緊
張
は
ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

隣
で
、「
次
は
こ
こ
」
と
小
声

で
言
っ
て
く
れ
る
鶴
田
さ
ん
の

存
在
が
と
て
も
大
き
く
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
浅
田
さ
ん
と
議

長
を
交
替
し
ま
し
た
。
そ
の
瞬

間
、
緊
張
が
走
っ
て
い
た
体
に

背
骨
が
な
く
な
っ
た
よ
う
に
力

が
抜
け
ま
し
た
。
最
後
に
執
行

部
の
皆
さ
ん
が
熱
い
握
手
を
交

わ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
議
長
、
上
手
や
っ
た
よ
。」
と

言
わ
れ
て
心
か
ら
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

　
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

議
長　
浅
田
真
利
亜

　
私
は
議
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
は
実
感

も
な
く
、
と
り
あ
え
ず
頑
張
ろ

う
と
い
う
少
し
軽
い
気
持
ち
で

し
た
。
で
も
、
本
番
１
週
間
前

に
リ
ハ
ー
サ
ル
で
議
場
へ
行
き
、

議
長
席
に
座
っ
て
み
る
と
、
も

の
す
ご
い
緊
張
感
に
襲
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
番
は
、
傍
聴
席
や
議
員
席

に
た
く
さ
ん
の
人
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
を
見
て
「
私
達
の
頑

張
り
を
み
て
も
ら
お
う
」
と
い

う
強
い
気
持
ち
に
変
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
後
半
の
議
事
進

行
の
担
当
だ
っ
た
の
で
、
し
ば

ら
く
は
皆
の
様
子
を
見
て
い
ま

し
た
。
議
員
の
み
ん
な
が
質
問

を
し
て
い
る
姿
か
ら
は
、
緊
張

感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
少

し
不
安
に
も
な
り
ま
し
た
が
、

古
村
君
と
交
代
し
た
あ
と
は
意

外
と
ス
ラ
ス
ラ
言
葉
が
出
て
き

ま
し
た
。

　

答
弁
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
は
多
く
の
時
間
を
か
け
て

調
べ
て
あ
り
と
て
も
分
か
り
や

す
く
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
方
々

に
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

江
島
な
る
美　
議
員

　
11
月
15
日
。
私
は
１
日
上
峰

町
議
会
議
員
と
し
て
子
ど
も
議

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
議
場
内

は
は
り
つ
め
た
空
気
で
、
重
々

し
い
雰
囲
気
の
中
開
会
し
ま
し

た
。

　
大
変
緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
防
犯
に
つ
い
て
調
査
を

し
た
り
、
実
際
に
体
験
し
て

思
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
の
代
表
と
し
て
、
し
っ
か
り

と
質
問
を
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
質
問
を
し
た
内
容
に

つ
い
て
、
今
の
町
の
防
犯
に
関

す
る
現
状
や
取
り
組
み
等
を
分

か
り
や
す
く
、
丁
寧
に
答
弁
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
私
が
一
番
感
じ
た

こ
と
は
、
普
段
あ
た
り

前
の
よ
う
に
生
活
を
し
、

通
学
し
て
い
る
こ
と
に

深
く
感
謝
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
地
域
の
方
、

行
政
の
方
、
学
校
の
先

生
方
、
そ
の
他
多
く
の

方
の
支
え
や
見
守
っ
て

頂
い
て
い
る
環
境
が
あ

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　
今
回
子
ど
も
議
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
上
峰
町
の
こ

と
に
つ
い
て
ま
た
深
く
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
島
　
圭
輔
　
議
員

　
僕
は
上
峰
町
の
防
災
に
つ
い

て
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
が
起
き
た
こ
と
で
、

日
本
各
地
で
防
災
対
策
が
見
直

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
上

峰
町
は
防
災
対
策
を
練
り
直
し

た
り
、
安
全
な
生
活
の
た
め
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
り
し
て

い
る
の
か
な
と
疑
問
に
思
っ
た

か
ら
で
す
。
夏
休
み
前
か
ら
議

会
に
向
け
て
の
活
動
を
始
め
て
、

十
月
に
総
務
課
の
方
々
に
話
を

聞
い
た
り
、
質
問
を
し
た
り
し

ま
し
た
。
そ
の
お
話
が
と
て
も

わ
か
り
や
す
か
っ
た
の
で
、
疑

問
に
思
う
こ
と
が
一
つ
も
な
く

な
り
ま
し
た
。「
こ
れ
で
は
質

問
書
が
で
き
な
い
」
と
少
し
焦

り
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
自
分

た
ち
の
生
活
も
含
め
て
見
直
し

を
し
、
無
事
に
一
般
質
問
書
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
僕
は
子
ど
も
議
会
に
参
加
し
、

上
峰
町
に
つ
い
て
考
え
、
意
見

　平成24年11月15日、上峰町議会議場に
おいて、上峰中学校の３年生による子ど
も議会が開催されました。
　普段の生活の中での疑問や、総合学習
で学んだことなどを、町長はじめ、町執
行部に対し、鋭く質問をされていました。
　議会を終えての感想をそれぞれ書いて
いただきました。
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子
ど
も
議
会

を
述
べ
る
こ
と
は
僕
た
ち
中
学

生
に
と
っ
て
も
、
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
よ
り
良
い
上
峰
町
に
な
る
と

い
い
で
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

機
会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
、
ぜ

ひ
「
再
質
問
」
を
し
た
い
で
す
。

福
島
　
綾
乃　
議
員

　
私
は
初
め
て「
子
ど
も
議
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。

　
私
は
今
回
「
上
峰
町
の
広
報

活
動
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
中
心
に
質
問

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、「
米

多
浮
立
」
で
す
。
私
の
場
合
幸

運
に
も
、
祖
父
が
元
米
多
浮
立

の
保
存
会
長
な
の
で
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
私
は
上
米
多
地
区
に
住
ん
で

い
る
の
で
、「
米
多
浮
立
」
に

も
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
、
た

い
て
い
の
こ
と
は
知
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
今
回
改
め
て

調
べ
て
み
て
、
驚
く
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。「
米
多

浮
立
」
が
他
の
地
域
の
浮
立
と

大
き
く
違
っ
て
い
る
こ
と
、
大

変
歴
史
が
深
い
こ
と
、
さ
ら
に

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
て
ん
り
ゅ
う
く

ん
」
は
ふ
る
さ
と
学
館
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
だ
と
い
う
こ
と

も
新
た
な
発
見
で
し
た
。

　
私
は
、
皆
に
も
っ
と
も
っ
と

上
峰
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

多
く
の
人
が
訪
れ
る
町
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
質
問
に
真
面
目
に

き
ち
ん
と
答
え
て
く
だ
さ
っ
た

担
当
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

下
村
　
智
紀　
議
員

　
僕
は
今
回
の
議
会
で
、
上
峰

中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備
に
つ
い

て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
情
報
通
信
技
術

の
こ
と
で
す
。
今
回
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
利
用
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。
僕
は
最

初
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
全
く
知

ら
な
か
っ
た
の
で
質
問
を
ま
と

め
る
の
が
大
変
で
し
た
。

　
議
会
当
日
、
会
場
は
静
ま
り

か
え
っ
て
い
て
、
僕
は
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル

の
時
は
あ
ま
り
実
感
が
わ
か
な

か
っ
た
の
で
す
。
実
際
に
み
ん

な
が
見
て
い
る
前
で
演
壇
に
立

つ
と
、
自
分
の
発
言
の
責
任
の

重
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
僕
の

質
問
に
、
執
行
部
の
方
た
ち
が

丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
答
弁
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
納
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
僕
は
子
ど
も
議
会
を
通
し
て

み
ん
な
に
伝
わ
る
よ
う
に
自
分

の
意
見
を
主
張
す
る
と
い
う
貴

重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
き
っ
と

将
来
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
僕
た
ち
も
上
峰
町
民
と
し
て

上
峰
町
の
今
後
の
こ
と
を
こ
れ

か
ら
も
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
し
た
。

大
坪
　
翔
太　
議
員

　
僕
た
ち
は
、
太
陽
光
発
電
に

つ
い
て
調
査
し
、
質
問
・
要
望

を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ

を
設
定
し
た
の
は
、
最
近
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
が

深
刻
に
な
っ
て
き

た
か
ら
で
す
。

　

最
初
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
れ
ば
い
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
自
分
た

ち
の
足
を
使
っ
て

の
調
査
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
ず
学
校

の
１
年
間
の
電
気

代
を
調
べ
る
と
、
400
万
円
と
い

う
数
字
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
、
僕
た
ち
の
提
案
の
重
要

さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
次
に
屋

上
に
上
り
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

の
設
置
可
能
な
面
積
が
あ
る
か

を
調
べ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

い
ろ
い
ろ
な
調
査
を
し
て
本
番

を
迎
え
ま
し
た
。
一
般
質
問
書

が
出
来
上
が
っ
て
き
て
か
ら
は
、

家
で
毎
日
練
習
し
ま
し
た
。
そ

の
か
い
も
あ
っ
て
本
番
で
は
う

ま
く
話
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、

普
段
入
れ
な
い
屋
上
に
入
っ
た

り
電
気
代
を
調
べ
た
り
、
思
わ

ぬ
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

杉
谷
　
瑞
季　
議
員

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」

そ
れ
は
、
だ
れ
も
が
使
え
る
、

人
に
優
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と

で
す
。

　
私
は
上
峰
町
の
「
Ｕ
Ｄ
化
対

策
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

現
在
佐
賀
県
で
は
、
Ｕ
Ｄ
の
考

え
方
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
考
え
て
み
る
と
、
私

達
が
住
ん
で
い
る
上
峰
町
に
は
、

そ
う
い
っ
た
設
備
が
少
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
実
際
に
Ｕ
Ｄ
の

設
置
が
整
っ
た
「
ふ
る
さ
と
学

館
」
に
お
話
を
伺
い
に
行
き
ま

し
た
。
Ｕ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ふ
る
さ
と
学
館
は
何
か
と

「
利
用
し
や
す
い
」
と
の
意
見

が
数
多
く
あ
る
そ
う
で
す
。「
ふ
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子
ど
も
議
会

る
さ
と
学
館
」
だ
け
で
は
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
Ｕ
Ｄ
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
た
町
作
り
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
Ｕ

Ｄ
の
考
え
方
を
取
り
い
れ
考
え

て
い
き
た
い
と
い
う
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
全
て
の
人
が
住
み
や

す
い
上
峰
町
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

藤
﨑
　
　
響　
議
員

　
僕
た
ち
は
、当
初
、他
の
テ
ー

マ
で
調
査
を
進
め
て
い
た
の
で

す
が
、
上
峰
町
に
よ
り
必
要
な

こ
と
は
「
産
業
の
振
興
・
企
業

誘
致
」
だ
と
考
え
、
途
中
か
ら

変
更
し
て
質
問
を
考
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
急
い
で
情
報
を
集
め
、
夏
休

み
に
も
準
備
す
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
進
ま

ず
、
何
と
か
本
番
に
間
に
合
わ

せ
る
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
。

質
問
書
が
で
き
あ
が
っ
た
の
も

先
生
方
の
お
か
げ
で
、
自
分
の

力
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
僕
は
、
こ
の
「
子
ど
も

議
会
」
を
通
し
て
、
町
を
よ
り

よ
く
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
、
ま
た
、
よ
く
す
る
こ

と
の
大
変
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
役
場
の

方
々
の
仕
事
が
い
か
に
重
要
で

あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
産
業
の
発
展
が
な
け
れ
ば
、

上
峰
町
は
今
以
上
に
住
み
や
す

い
所
に
は
な
ら
な
い
と
僕
は

思
っ
て
い
ま
す
。
企
業
が
進
出

し
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
単

に
経
済
面
の
発
展
に
と
ど
ま
ら

ず
、
福
祉
や
教
育
の
面
に
も
反

映
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
考
え

る
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
上

峰
町
に
期
待
し
ま
す
。

納
冨
　
里
美　
議
員

　
夏
休
み
か
ら
「
上
峰
町
の
人

口
増
加
と
住
み
良
い
町
づ
く

り
」
を
課
題
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
集
計
、
そ
れ
を
元
に
質
問

書
の
作
成
等
、
自
分
た
ち
な
り

に
頑
張
り
ま
し
た
。
身
近
な
問

題
と
、
日
頃
感
じ
て
い
た
質
問

に
町
の
執
行
部
の
方
は
丁
寧
な

答
弁
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、

町
の
議
会
場
の
は
り
つ
め
た
雰

囲
気
、
緊
迫
し
た
中
で
の
自
分

の
発
表
、
答
弁
に
対
し
て
の
再

質
問
。
自
分
の
意
見
を
し
っ
か

り
言
え
て
い
る
の
か
と
ド
キ
ド

キ
の
連
続
で
し
た
。

　
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
を
使
っ
て
意
見
交
換
を

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

け
れ
ど
、
大
事
な
事
を
決
め
る

た
め
に
は
、
い
ろ
ん
な
方
と
の

意
見
交
換
や
討
議
を
行
う
事
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
町
の
取
り
組

み
や
行
政
、
上
峰
町
の
事
に
目

を
向
け
る
体
験
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
民
主
主
義
を
体
感
し
た

事
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
２
年
に
「
感
謝
と
謙
虚
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
サ
ー
ク
ル
が
発

足
し
ま
し
た
。
正
式
名
は
飯
田
深

雪
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
で
す
。

　
現
在
超
ベテ
ラ
ン
10
名
と
、
昨
年

か
ら
始
め
ら
れ
た
４
名
、
講
師
１

名
の
計
15
名
で
活
動
し
てい
ま
す
。

　
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
と
は
、
白
い

布
に
型
を
と
り
染
色
を
し
コ
テ
を

あ
て
ワ
イ
ヤ
ー
を
貼
り
組
み
立
て
、

本
物
に
よ
り
近
く
、
芸
術
的
に
創

り
上
げ
ま
す
。

　
毎
年
作
品
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
大

変
で
あ
り
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出

し
合
い
、
１
年
の
総
ま
と
め
を
し

て
、
文
化
祭
の
時
に
町
民
セ
ン

タ
ー
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
毎
年
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、

上
峰
小
３
年
生
全
員
に
、
半
日
で

出
来
る
簡
単
な
作
品
を
、
み
ん
な

で
下
準
備
し
て
教
え
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
依
頼
が
あ
っ
た
各
団

体
グ
ル
ー
プ
に
も
教
え
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
様
も
よ
か
っ
た
ら
１
回
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先　
石
丸　
逸
子

☎
０
９
５
２

−

５２

−

０
５
６
６

●
10
月
５
日　

町
防
衛
協
会
研
修
会

●
10
月
７
日　

町
民
体
育
大
会

●
10
月
13
日　

目
達
原
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事

●
10
月
15
日　

市
町
村
行
政
講
演
会

●
11
月
２
日　

上
峰
中
学
校
文
化
発
表
会

●
11
月
３
日　

町
民
文
化
祭

●
11
月
17
日　

ひ
か
り
保
育
園
発
表
会

●
11
月
25
日　

上
峰
幼
稚
園
お
ゆ
う
ぎ
会

●
12
月
16
日　

お
た
っ
し
ゃ
館
も
ち
つ
き
交
流
会

●
12
月
20
日　

同
和
問
題
市
町
講
座

各
種
行
事
へ
の
参
加
（
10
月
〜
12
月
）おたっしゃ館もちつき交流会

あ
　
と
　
が
　
き

　

町
内
の
田
ん
ぼ
の
中
に
建
設

機
械
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
お

気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
安
定
し
た
農
業
経

営
の
た
め
、
農
業
用
水
の
管

理
・
田
畑
転
換
が
容
易
に
、
大

幅
な
節
水
が
可
能
に
な
る
な
ど
、

生
産
性
の
向
上
等
、
田
畑
改
良

の
工
事
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
町
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
日
ご
と
に
変
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
上
峰
中
学
校
の
３
年

生
に
よ
る
子
ど
も
議
会
が
開
催

さ
れ
、
議
員
に
な
っ
た
中
学
生

は
普
段
の
生
活
の
中
で
の
疑
問

点
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
議
会
人

の
気
の
つ
か
な
い
「
町
の
問
題

点
」
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る

子
ど
も
達
の
素
直
な
心
を
大
切

に
し
て
、
今
後
と
も
議
会
活
動

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
会
だ
よ
り　
　
　
　
　

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

林　
　

眞
敏

副
委
員
長　

原
田　
　

希

委　
　

員　

碇　
　

勝
征

委　
　

員　

橋
本　

重
雄

委　
　

員　

寺
﨑　

太
彦

　
サ
ル
ビ
ア
の
会
は
毎
月
第
１
水

曜
日
と
第
３
水
曜
日
に
９
時
30
分

よ
り
11
時
迄
、
庄
司
富
子
先
生
の

指
導
に
よ
り
町
民
セ
ン
タ
ー
視
聴

覚
室
で
、
会
員
の
親
交
を
深
め
な

が
ら
、
昔
懐
か
し
い
曲
や
童
謡
、

唱
歌
、
流
行
し
て
い
る
曲
等
を
楽

し
く
大
き
な
声
を
出
し
て
練
習
し

て
い
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
発
足
し
て
か
ら
も

う
24
～
25
年
、
唄
っ
て
い
る
時
は

皆
20
代
～
30
代
み
た
い
に
生
き
生

き
と
し
た
気
分
に
自
然
に
な
り
、

唄
う
こ
と
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
も
解

消
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
時
間

半
の
練
習
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
文
化
祭
へ
の
出
演
は
も
と
よ
り

各
種
行
事
へ
の
参
加
、
介
護
老
人

福
祉
施
設
へ
の
訪
問
活
動
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、

顔
見
知
り
の
方
と
の
会
話
や
握
手
、

そ
し
て
一
緒
に
楽
し
そ
う
に
唄
っ

て
下
さ
る
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
皆
様
も
唄
う
こ
と
の
楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先　
重
松　
晴
美　

☎
０
９
５
２

−

５２

−

５
０
６
７

文
化
協
会
サ
ー
ク
ル
紹
介

5

コ
ー
ラ
ス
　
サ
ル
ビ
ア
の
会

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
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